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一 般 演 題
１．マウスの器官形成に欠かせないPDZ蛋白質DLG1の
機能解析

























































































































































ウス小脳の発達の異常を引き起こす (Koibuchi and Chin,
2000).近年,発達過程における臨界期では短期間の甲状腺
機能低下でも不可逆的な機能的変化をきたし,その変化は
大人になっても継続することがわかってきている.しかし,
運動神経の発達におけるTHの役割は未だに明らかになっ
ていないことが多い.そこで本研究では,抗甲状腺薬であ
る6-propyl-2-thiouracil(PTU)を母マウスの周産期(胎生
14日～生後21日)に飲水投与し,母乳経由で周産期甲状腺
機能低下症仔マウスを作出することにより,THが運動神
経発達に及ぼす影響を明らかにすることを計画した.投与
する濃度によりそれぞれ,軽症(5ppm),中等症(50ppm),重
症 (250pppm)甲状腺機能低下症モデルとしてそれぞれの
群における運動神経発達過程を検証した.運動神経発達の
指標としては立ち直り反射テストを用い,生後3日～12日
まで毎日観察を行った.その結果,生後4日～7日までの
間でPTU投与群に発達遅延が認められた.この結果から,
THは運動神経発達に重要であり,運動神経の発達に寄与
している遺伝子の発現が甲状腺機能低下によって抑制され
た可能性を示唆している.今後,発達遅延の原因となる遺
伝子の同定を行っていく予定である.
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